
井桁亮議員が事実を歪曲して発言している箇所について 

井桁議員の発言 事実を歪曲している点 

 

「議員になって市の公金が投入されている

補助金団体に、自分が何か役職者に収ま

る、就こうとする。①こんなことスポーツの政

治利用じゃないですか、これ。誰がどう考え

たってそうでしょう。」（令和７年第１回定例会

（３月議会）） 

 

 

【①の部分】 

議員になる前から、役職に就いており、議

員になって役職者に収まろうとした事

実はない。 

 

 

 

【②の部分】 

議員就任の前からバドミントン協会に携わ

っており、選挙目当てで役職に就いてい

るわけではない。 

 

 

【③の部分】 

補助金を含む予算の議決権に関して、特

定の協会に対して利益誘導した事実は

ない。 

 

 

【③④の部分】 

政治的利用等の疑念が持たれることに関

して、事実を確認せず、仮の話としながら

あたかも議員が問題となる行為を行っ

ているような発言を行うことで、当該

議員に関する事実と異なる印象を与え

た。 

 

 

・議員が補助団体の下部組織の役員で 

 あることが直ちに違法となる法的根 

 拠はない。また、津島市議会政治倫 

 理要綱に禁止する規定はない。 

 

「これは普通の市民の目から見ても、普通の

市民からの目からどう見えるかというと、選挙

目当て②だと、こうなるんですよ。法的に詰め

ていくと、利益相反のおそれが十分あるんで

すよね、議決権を持っている人たちです

から。例えばバドミントン協会に著しく

不当にバランスを欠いた形で市が補助金

をつけるということになったら、市に損

害を与えるということになるじゃないで

すか、市民に。それができる立場にある

わけですよね、議決権を持っているとい

うことは。③」（令和７年第２回定例会（６月

議会）） 

 

 

「津島市から税金が行っているんですよ。こ

れもね、だから、この方は議決権があります

から、そこのお金を決められる立場にあるん

ですよ。例えばソフトテニス協会が、「垣

見先生、今度、ちょっとテニスコートを

まあ２つ、３つ欲しいで造ってよ。もし

それをやってくれたら、次の選挙、一生

懸命応援するで」とか、これは仮定の話

ですよ。④ということも起こり得る関係という

のは、いわゆる利益相反というんですね。」

（令和７年第３回定例会（９月議会）） 

 

 

資料１ 


